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E大山市林楽勝治改管事業による林道機回線の建設予定地が

強清水遺跡にかかることから、このたび緊急発繍調査を笑施

いたしました。

調査は遺跡のー部分でありま Lたが、純文時代前期の土臓

が検出され、集落の一昔sであることが判明しました。

本報告書はその潟査成祭をまとめたものであり、文化財保

議のため、さらには研究資料として広く活用いただければ幸

甚に存じます。

最後に、発銀調理主の実施と報告書作成にご指導、ご協力く

ださいました関係各仙の皆様に、傑く感謝申 Lあげます。

平成9年3月

秩関市教育委員会

教育長石然俊郎



例 言

1 本報告11>11、林道総設に伴う強清水遺跡 {秋悶市下浜八回字強清水)の緊急発掲調査報告書である。

2 本報告~の執筆は、菅原俊行、 石郷悶誠ー、 前谷 隆の助言を得て安問忠市が行った。

3 遺跡の地形 ・地質は、 「紋fa湾大規模工業側発地紙土地分鎮基本潟l!t ~月後和田 秋凹県Jを重量R践した。

4 )置構の平協図及び土層断面闘中のPは土骨骨(片}、Sは石{様)を示Lた。また、 土器自民測留で断闘を泉主主り

したものは須恵様である。

5 発錦調査による出土遺物、 突揖l凶 、 写真、その他の記録は験問市教育~員会が保管する。
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調 査の続要

調査に~るまでの経過

秋悶市農林部林務課は、林業構造改善事業に上る林道機悶線の互~設をât嗣しており、平成 9年肢の附殺を自指し
《催、，

ている。しかし、路線は問知の遺跡である「強術水遺跡Jを通過することから、秋悶滞教育安員会と事前協議を行っ

た。そして、平成7年12月6日、el:悶市教脊委員会に遺跡範回線認翻漢が依鋪された。

献岡市教育安員会は、調査の依頼を受けて平成7年12月18日から20日まで遺跡範開磁52調査を実施した。調査の

結果、 遺t揖及び遺物が線認され、発J6探査蘭債を破催した。 そして、路線の変更や当紘遺跡的保議について拷ぴ協

滋した結果、路線の変更は不可t4iであることと、工事着工時期が迫っているζとなとから発lIli純資を実施し、近跡

を記録保存寸ることに した。

調査期間 と体制

総延刷阿l平成8年4月5日-4月23日

制 1i.筒積約ωOrr(

純 資 :主体秩闇市鳥林官y，林筋線

潟1tlll.当者状回 ili教育~員会

調査体制駄岡市教育者E員会文化線

i署 長者朕俊行

謀長補佐 石郷開!被

主 主主 西谷 崎 {前夜担当)

主 I霊 安倒忠市{檎査担当)

走 事佐々木清

制査作業員 鈴木銀一、三浦竹治、鈴木市太郎、三存n金司、鈴木末孫、長谷部鉄治、三浦初枝、主締千枝子、三浦

タキ子、鈴本ウメノ、高島綾子、鈴木1噂干、矢野富美子、鈴木キヨ、鈴木ルミ子

調査の方法と経過

調査区に任意の点I倒携を選定し、この品1準抗を中心に南北遺書紘とこれに直交する東西必線を作り、そ ζから4

X4rnのグリ γ ドを設定した。グリッドは東商方向 (X納}に東から2文字のアルファベァ ト(LD、LE、LF'

・・ )を、南北つ町内 (Y軸)に1甘から2桁の数字(お、 34、35・・・)を起し、その組み合わせをグリッド.11とL
_. 
九。
調liは、4月5日から23日の円綬で実施した.4月5目、 E間企を防総する。重般による袈土除去作業 (3日まで). 

8目、グ リッド掘り附始。 3直行してグリッド設定及び標高の移動を行う。19目、 グリッ 1:編りが終了し、ローム耐

で磁認した土腐の潟授を行う。 22白、遺機及び調査区金銭写真織影、 のち平副実測を行う。 23日、機材を倣取して

悶査を終了する。

来跡轡

高橋忠彦、軍事1$ 邑(紋岡県既蔵文化財セγター)、鈴木 耳 {人出部、1雄会会長)秋EU市立八i叫小学校教師6名、

生徒18名(1-6年生)
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遺跡の位置と地形 ・地質

遺跡の位.

遺跡は秋t日市の爾首都にゐたる駄印市下浜八回字強消)f<1こ所在する。秋間市街からは歯道7号線をM下L、新民

地区から娘道鯵111・新屋線を下浜槍四方面へ走り、織田集繕手前のY宇絡を下官民八四方面へ約300m入った面倒jの

標高約25mの段丘止に位鑓する。

北緯39・37' 5・、東経140'8' 33・で、 JR東日本羽蟻本線下浜fRより東へ約6.5畑、 日本海からは約6.1k.

内陸へ入った地点で晶る。また、遺跡的ili:Cl!約9∞mには雄物川が流れている。

遺跡の地形地質

遺跡は問見山丘陵の東端にあたるJ:I:岩段丘に依位する。倒見lU丘陵は煤高100m前後の低い丘陵地である。地質

は合繊第三系泥省地層tで、和問積成食に新第三紀庖を書U;とする中新世(女川属 ・鎚IIIJ庖)、鮮新世(実徳守層 ・

笹l珂路)、洪積世〈尚防局 ・潟西層)、完新世主の各層が儀式的に堆積Lている。

重量治段丘は標高20m 、 25mの 2 段が認められ、 谷密度It20~-'30/'~である。層厚は約日)mで、機 ・ 砂及び泥

からなり、砂層を挟んでいる。 土壊は蛍岩 2統で、 洪積般の'~J~耳庖(砂、様、泥)を母材とする砂質の宋熱性土E揮

で、t量治 11尭の下部に発進する崩m性x!lである。上層はほぼ粘土で夜われ、下層はl!fi・砂勝が互腐となって椎積

するが、 上砲の結土熔は黒色土が淡色黒ボク土とな勺ている。

遺跡の概観

遺跡は純物川左岸の銭岩段后:東織に立地 L、遺跡の範聞は東西3∞m、南北おOmと推定される。

調査区は遺跡的東部で、台地の縁辺部にあたる。 限尚は約25mで 、 現水閉舗である沖積低地と の比高援は*，~17m

である。

調査の結果、検出llt鱗及び出土遺物は少ないものの、 関文時代前期が主体の遺跡と考えられる。

『胤産する遺跡は、北.. OI!J告側 )Omに縄文時代、中世の小山館、南側約1.2k.1こ古代0)治ノ沢遺跡等の遺跡が所aする。

周辺の遺歯車 {第2閲)

州市教師員会州和6削ゐち併に実施した遺跡浮細分布継と側県教育矧会が町桶153年からお年同
e魅"

施した秩国際の中世城館llt跡詳細分布絢lY.に基づいて、周辺の遺跡につして慨観しτみたい。

縄文時代

強清水遺跡の北側約5∞mに狐森遺跡(5)、同 じく jtOOI約800mに小111館 (6)、南治'官Pl2.3k.には神間遺跡

( 1 )があり、狐森遺憾からは土~ ・ 石器、小山船からは石器 (石高島 ・ フレーク)、神悶遺跡からは土~片 {中期}

を採集している。また、雄物川右障の拍の沢遺跡 (7)から'，1縄文上:l'.l・石官官{石簸 ・石盟主 ・石降 ・叩お ・右錘}

を採集しτいる.

なお、狐蘇遺跡11~岩了，集団地造成に伴う遺跡範閤搬認調査を突践したが、遺物数点の出土であ ~1.:.。

弥生時代
.'・》 舟IU)

周辺では確認されていないが、秋開市御所野丘陵剖1;宜勝者下平河辺町七州台遺跡事手では遺構及び造物が確認されて

いる。
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第 2図周辺の遺跡

古代

強清水遺跡のF両側約1 . lkmにお~/沢逃跡 (4 )があり 、 須;g.?:~を採集 Lている。

中世

強清水i世跡のI干1i四!lUH勾1.8kmに杭IVZ館 (2)、例じく前山'幌1)約1.7kmにI.IJノ沢館 (3) 、 ~t血1J.t!9800m に小はl挺i

(6 )がある。 柳沢魁日立際的約48mの丘陵突出制Hこ位，，'1{L 、 !ill ・ 終郭 ・ '!il~ti! ・ 壁掛i!が認められ 、 Tfl也腕が出-1': して

いる。 1 1 1 ノ 沢館は段高約4801 の丘陵突出百1Iにt立筒tL 、 週i車事がfdiめられてレる。述~'ß，;t.籾 6m 、長;さ 7mの潟と 7 つ

の段かちなる。

設 1 r秋出県4人出市沼紛詳細分布絢査報告1!$J 紋出市教育委u会 19申9年 3月

謎2 設 lに同じ

誌3 ffj.悶告書の中位以館」 秋AlJ仏教育委員会 ゆ81年3)j

al: 4 f秋問低空港新都市開発関係腹蔵文化財発明書制夜報告~~U 秋朗市教育委員会 1984~1; 3月、I鈍5年3月

『秋岡新都rlil>>l発関係組l説文化財発怨調査報告~J 秋岡市教育委員会 1986~f. 3月-1994年 3月

設5 r七!iq台i宮跡群発繊~I~.ñ報告慾J ~>t岡県教脊妥員会 1郷5年3月

「東北険断自動車道秋曲線発部i調査報科書日 [J 隊出県教育愛員会 凶 部 作11月
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調 査の記録

基本土居 (;115図)

基本土燭は、 第 Ul 表土、第 ll æi 賄事詰色土 、 第111)曹附量~#I色上、;tl' 1V届貨制

色土で、声高 1)府が道路(林道)または胸値上、第11織が遺物包含庖、第JIl層が割腕移

胸、第W胞がローム帰(地山)である。

週1.曹と遺物

検fl:遺構は、土割高4滋、柱穴状滋構数{固で、全τ池山部での確認である。

主場

1号土犠 (第6図}

Z司;宜区の西側lで検出された。

長軸80c皿、短絡ω帽のt百円形をlO}.L、続a耐からの深さはお個である。鐙はほぼ

垂l直に立ち lニがり、Iil:蘭は平砲である.

出土遺物

主縫 (第7鴎 1)

1は液土i也土である。 Z事鉢形士舘の胸部で、不娃撚糸士を雄すもので晶る。

2号主繍 (第6図)

観2正区0)百世1)で検出された.

11 

111 

w 

君臨S図 書島本土膚柱状図

4基軸90師、続軸55仰の街円形を妥L、繍認窃からの深さは2枇像である。雪量は緩〈 立ち上がり、底i6il1丸みがある。

3号主繍 {第6悶)

調査区の西側で検出された。

長敏7恥市、 悠世h60cmの樹円形を思 し、?i'!U軍部から町深さは300mである。 量産f~lIi'側がほぼ蚤陣、西側が内符しなが

らに立ち上がり、l車簡は平犯である。

出土漬物

主器 (第7悶2)

2は艇とヒ凶;1:である@深鈴形土昔告の胸部で、地文はRL単節籾縄文 {峨位悶転}である。胎土に織維を合んでい

る。

4号土績 (由席6悶}

持11.区の磁~~で検出された。

長軸1鰍創、f車輪130刊の協P:I形を塁し、磁認蘭カ・ちの深さは 5<備である。哲まはほぼ傘慣に立ち kがり、氏側主平

坦である。
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1・号土横 2骨土横

で三ヲ
-26制的

一事豆戸フ三指帥m

Ii l jif JI色t、創健作物語注入
3限2Ji! !!Ie士、 旬開ム健子鋭化効混入

.1l11! 叙色i._"，仕檎混入
総218 !~限色企.ロームQ字 決.t絢齢人

可

4号土損

- 26冊 m

鋪¥)循 "賞崎色;J:

lI!6図 土 績

柱穴状遺構 (lfi12関}

調査区の東側と西側で検出された。

係20cm前後のほぼ円形を!i!.t 、 深害 8~23聞で、 15-20佃のものが争レ。

遺物の出土はない。

遺 構外出土土器

3~普土績

;t. J H匝 緑色怠、"'.~断U.入
."絹時実色縞IU:

。 1m 

縄文l時代主平安時代に大.B'JL、繊文時代の士号制1施主織によって細分した。な布、遺物包含婦における扇俄的な

J[~IJは認められなかった。

第 11草土器 (!<<7関3-8)

1 ~国 (3-5)

綾給文をh量ずものである。綾絡文は鍋f立方向に認められ、全てEIi鉢形土骨量的腕部である。

2鎖 (6)

半都竹管状工具内簡によ るとl三蜂起線文によって文様を作りU::すものである。口綾部がほぼ議直に立ち上がる~鉢

形土量告で串る。

3鎖 (7)

網目状撚糸文を縫すもので、深鉢形土:r.の腕部である。

4鋲 (8)

I!.糸文を施すもので、世帯鉢j僻土訟の納自Kである。

- 8-
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2 3-1t主a・3-' iII園外

lI!7図出土土録

節目線土畿 (第7図9)

軍L意義獲である。外面は並行PIJ甑威、内面は同心i可紋のγ"仮艇が認められる。

遺骨ー外出土石器

石It(第8図 1-5)

。 、(100

S点出土してレる。全て.I¥'!で.片磁調'症のものと両面調棺のものが認められる。石貨は優賞J(紛である。

石. <第8鴎 6、7)

2点出土している.いずれも木義勝を弓L、両面調盤のものである.石賀は礎資1i治である.

ヘラ紋石嘗 {第8闘S、9)

2点出土 Lている.いずhも~平野手の銅片に二次加工を施すもので.側面から見た刃11は片刃である.石賀は

硬貨貰給である。

石健 (第 9~11闘 10-38)

29点出土Lている.ほぽ周平な白虫軍隊の両織に挟りを入れるもので、平副形は円形 ・椅円形 ・長方形噂を呈する。

18は決りを 31>所に、 22、35は41>r.冊に入れている.3811A唱な安山岩を用いている.

半円伏眉平打電耳石雷 (lI!11 I画39)

1点出土している.陪ぽ届平な白書量擦のー制緩に雨前加工を肱して刃舗を作り出すもので晶るが、半分を欠いて

いる.
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-12-



に=二~ 31 

コ通

9 0  0 
さ霊易相

ζヱコ 。 。;
。 l()co 

IIUI図 通嶋持出土石器

くぼみ石 (第11鴎40)

l点出土Lてもる。板状の礁の片而に3ケ所〈ぼみが認められるものである。石賀は泥宕である。

.右(第11図41)

l点出土している。 丸みのある自然様の両面が疲れるものである。
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まとめ

強清水遺跡は際高25mの段丘に位殴 L 、 雌物川の西*，，，!配的mの地点である。 遺跡の範聞は東西3ωm、 m~t250m

と推定きれ、今回のE理主は林道建設fA分の約6∞tTずである。

調廷の結果、遺書障は土嫌4謀、 往火状遺構数個が検出され、遺物は土雛・石結合:出土 した。土績は門形 ・精円形

を毘するもので、 1 、 3~ま土濃からは第 li群土怨 i 剣と l司時期の土:!lIが出土 しており、前期中;oliに位億づけちれる

と考えられる。遺物は土器 ・石総で、 土器は縄文土器と幸正事畿である。縄文土鰐は秩田市御所野丘陵部遺跡群 f坂

ノ上B蹴 J、「獲崎B運動J出土土器と制 い号土附土土器及び第1勝浦閣は大木2蛸 l、第 I枇

器2l闘は大木 6式期と考えられ、 前期中繁から後~にかけての時期と考えられる。須忠告告は獲の破片であ り、御所

野丘陵部追跡事事で出土しているものと鎮似しており、平安時代のものである。 石器は石匙、 へラ:tA:石紫、半円状漏

平rr製石器、くぼみ石、勝者であり、それぞれ数点の出土で晶るが、石鎌が29点出土している。石錘は御所野丘Iil?

。降・ .." 
部i!跡事干では l地蔵間A遺跡J、 「援ノ上B遺跡J、 「鋲ノ上F遺跡Jからまとまって出土Lているが、健の遺跡

からは数個の出土である。本遺跡は遺跡の一部分の調査でぬ儒出土しており、近〈に雄物川が流れていることから

魚携等を考える上で注目される。

今回の調査は林道建設部分のみの調査であり、遺跡的全貌を絶慢するには歪らなかった。 Lかし、出土漬物から

縄文時代と平安時代の復合遺跡であると考えられる。そして、縄文時代については竪穴佼底跡は績認されなかった

が、今回の銅賞給架や遺跡の立地等から前期中耳障から後撲にかけての集'If，が干怒され、紋岡市の雄物川'li俸の遺跡

を考えるうえで成般のあった絢査といえる。

際1 r'H'1叫 先 鵠発掘調査報告書J 秋田市教官接員会 1例年3月

「小岡地遺跡C地区出土の縄文時代前期制学の遺物についてJ 武jJjj康弘 核問考古牢目的7号 事実飽噌古学協会

3弼1.11'.4月

「秋問市 n臣ノ上B遺跡』採集の遺物についてJ 安田忠市 秩田市史研究都2号枝問市史編事ん室 19!t1'F 3月

詑 2 r紋回新都市聞発襲備事接関係腹蔵主化財発担i調査報告智 捜崎且遺跡」 駄岡市教育聖書員会 1992年 3月

設3 r秩岡新都市開発事E備事業関係開蔵文it財発織調進報告曹地旗IBA遺跡」 秘関市教育番員会 1曲4負手3月

註4 <E 1 Iこ同じ

設5 r秋開飽き~~事新都市開発関係埋蔵文化財発認知査報告害援ノ土F遺跡J 駄回市教育委員会 B蝿5年 3月
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図版 i
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出止:オニ器(J -9) 

遺情外出土石総 (1-9) 

図版3
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f畳繍外出土石豊島(10-18)

J 

jlf機外出 1'.石緯(19-幻)

図版4
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遣構外出土石器 (28-36)

，ι 

5j 
治情外出土百都 (31-41)

図版5



幸置告 魯妙 録

ふ り がな 島'た し ':;01，.)，'"十世"

部 名 敏郎市強締本遺跡

1M i!J 名 1本道建設に伴う緊急発鰯調査報告書

@ 次

シ リーズ名

〆 リー ズ 晶号

編著名者 安問忠市

編集 機 関 秋岡市教育委員会

所 l'E 地 T010 秩岡県秩岡市山3'.二丁目 1-53 T.l 0188-66-2'246 

発行 年 月白 1997年 3月

ふりが在 ふ がな コ ド 北 総 東経 E司王E耐街

所収遺跡名 所 在 地 市町村遺跡省号
E司1.U耳1m 調査原凶

. . .防 . . " ロず

， " l.-.1， "1" ..ι L Lι院 量 u.・.
強清水 t.!:剖rlf下浜八朗 05201 341 39疫 140度 ゆ960405- 6帥 ~*;jn主設に

Hζ" t. ~'f' 
37分 8分 19960423 {宇う事前調

字強清水 5秒 33秒 資

， 

所恕遺跡名 段別 主 な時代 当今 な エ“a‘ H時 主: な 滋 物 特 記 司王 lJl 

強清水 3崖苦富勝 縄文 (前 期) 土嫌 4 ~，s 縄文ヰ獄、石 鴻

柱穴状遺構
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